
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
一
八
八
五
～
一
九
四
五
、
本
年
は
没
後

五
○
年
）
は
赴
任
大
学
と
し
て
南
満
医
学
堂
（
一
九
一
六
～
二
○
）

愛
知
医
大
（
現
・
名
大
医
学
部
一
九
二
四
～
二
六
）
東
北
帝
大
医
学

部
（
一
九
二
六
～
三
七
）
東
京
帝
大
医
学
部
（
一
九
三
七
～
四
五
）
の

四
を
も
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
在
任
期
間
の
も
っ
と
も
短
い
の
が
愛

知
の
そ
れ
で
満
二
年
間
で
あ
る
。
太
田
の
愛
知
へ
の
着
任
に
関
し

て
は
「
太
田
正
雄
の
愛
知
医
大
教
授
就
任
に
つ
い
て
」
と
題
し
略

説
し
た
（
第
八
六
回
総
会
、
本
誌
三
一
巻
二
三
八
～
二
四
○
昭
和

六
○
年
）

愛
知
医
大
時
代
の
太
田
に
つ
い
て
は
延
広
真
治
氏
の
詳
し
い
調

査
が
あ
る
（
①
名
古
屋
に
お
け
る
木
下
杢
太
郎
杢
太
郎
記
念
館
シ
リ

ー
ズ
四
号
昭
和
四
七
年
②
木
下
杢
太
郎
１
１
名
古
屋
そ
し
て
俳
句

『
太
田
正
雄
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
文
集
」
所
収
昭
和
六
一
年
）
。
こ

皿
名
古
屋
に
お
け
る
太
田
正
雄長

門
谷

洋

、
１

主
に

、
功
４
１

の
生
誕
百
年
記
念
会
文
集
に
は
谷
野
博
氏
の
「
愛
知
医
科
大
学
時

代
の
太
田
先
生
」
な
る
小
文
も
あ
る
。
本
文
集
の
年
譜
よ
り
、
愛

知
時
代
の
そ
れ
を
抄
出
す
れ
ば
以
下
で
あ
る
。

大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
三
九
歳
。
八
月
マ
ル
セ
イ
ユ
を

発
ち
九
月
一
日
神
戸
着
。
一
○
月
愛
知
医
科
大
学
教
授
と
な
る
。

石
田
元
季
の
知
遇
を
得
、
小
酒
井
不
木
ら
と
歌
仙
を
巻
く
。

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
四
○
歳
。
三
月
愛
知
医
大
に
お

け
る
皮
膚
科
学
会
総
会
で
「
人
間
及
動
物
ノ
真
菌
性
疾
患
並
二
其

原
因
菌
」
を
特
別
講
演
。
四
月
「
改
造
」
に
発
表
の
『
口
腹
の
小

説
」
は
未
完
に
お
わ
り
、
以
後
小
説
を
執
筆
せ
ず
。
八
月
京
都
、

安
土
に
旅
行
。

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
四
一
歳
。
一
月
紀
行
『
支
那
南

北
記
」
刊
行
二
月
虫
垂
炎
発
作
で
五
○
余
日
休
養
。
三
月
帝

都
復
興
局
土
木
部
長
の
次
兄
圓
三
自
殺
。
六
月
虫
垂
炎
手
術
で

一
カ
月
入
院
。
八
月
休
養
の
た
め
伊
東
へ
。
神
戸
行
。
一
○
月

東
北
大
学
医
学
部
教
授
に
転
任
。

こ
の
よ
う
に
名
古
屋
で
の
後
半
は
虫
垂
炎
手
術
を
し
た
り
、
兄

の
不
幸
が
あ
っ
た
り
し
て
良
い
状
況
で
は
な
い
が
、
文
学
・
医
学

面
で
の
活
動
に
衰
え
は
み
え
な
い
。
彼
は
早
く
か
ら
真
菌
学
に
関
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心
を
も
っ
て
い
た
が
、
大
正
一
○
二
九
二
一
）
年
、
パ
リ
の
サ
ン
・

ル
イ
病
院
で
サ
ブ
ロ
ー
に
師
事
し
て
研
究
を
深
め
た
。
福
代
良
一

氏
に
よ
る
と
、
太
田
の
真
菌
関
係
の
原
著
は
三
九
に
及
ぶ
が
、
大

正
二
（
一
九
二
二
）
年
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
ま
で
の
六

年
間
に
二
五
篇
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
パ
リ
留
学
か
ら
愛
知

医
大
在
籍
時
代
に
あ
た
る
と
。
論
文
も
仏
文
に
よ
る
も
の
が
多
い

（
二
篇
）
ち
な
み
に
太
田
・
ラ
ン
ジ
ュ
ロ
ン
の
真
菌
分
類
法
（
一

九
二
三
）
は
有
名
で
あ
る
。

土
肥
慶
蔵
の
も
と
に
ム
ラ
ー
ジ
ュ
製
作
の
名
人
伊
東
有
（
一

八
六
四
～
一
九
三
四
）
が
い
た
が
、
そ
の
弟
子
に
長
谷
川
兼
大
郎
〔
一

八
九
一
（
九
二
？
）
～
一
九
八
一
〕
と
い
う
人
が
い
た
。
長
谷
川
は
大

正
五
（
一
九
一
六
）
年
名
古
屋
大
学
に
移
る
。
こ
れ
は
愛
知
医
大
の

田
村
春
吉
の
依
頼
と
も
さ
れ
る
し
、
当
時
東
大
に
居
た
太
田
の
推

挙
に
よ
る
も
の
だ
と
も
い
う
。
そ
し
て
太
田
が
南
満
医
学
堂
に
赴

任
中
の
大
正
九
（
一
九
二
○
）
年
、
長
谷
川
は
同
医
学
堂
に
移
る
。

太
田
は
間
も
な
く
同
医
学
堂
を
離
れ
る
が
、
太
田
と
長
谷
川
と
は

そ
の
後
も
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
一
二
九
四
六
）

年
ま
で
長
谷
川
は
同
地
に
あ
り
（
南
満
医
学
堂
は
一
九
二
二
年
満

洲
医
科
大
学
と
な
る
）
同
年
帰
国
、
再
び
名
古
屋
大
学
医
学
部
に
勤

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
な
お
田
村
が
同
学
に
い
た
こ
と
と
関

係
が
あ
ろ
う
。
退
官
し
た
の
は
昭
和
四
一
二
九
六
六
）
年
で
あ
り
、

こ
の
間
に
製
作
し
た
精
巧
な
ム
ラ
ー
ジ
ュ
は
彪
大
な
数
に
の
ぼ

る
。
（
衛
藤
馨
氏
ら
に
よ
る
）
こ
の
よ
う
に
太
田
の
愛
知
時
代
に
長
谷

川
も
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
両
者
と
名
古
屋
は
縁
が
あ
っ
た
。

太
田
は
愛
知
時
代
、
温
泉
療
法
に
つ
い
て
、
大
学
内
に
人
工
温

泉
浴
の
槽
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
大
戦
中
に
燃
料
事
情
な
ど
で
使
用

さ
れ
な
く
な
り
、
手
術
室
に
改
造
、
こ
こ
で
一
九
四
四
年
、
新
南

京
政
府
主
席
汪
精
衛
の
手
術
が
行
わ
れ
た
。
太
田
の
名
古
屋
の
住

居
は
東
区
武
平
町
二
’
一
六
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
あ
と
、
東
北

大
学
を
経
て
、
つ
い
に
東
大
教
授
の
職
に
つ
い
た
。
こ
の
こ
と
は

彼
の
望
み
で
も
あ
り
、
か
つ
土
肥
も
期
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

（
大
阪
府
豊
中
市
・
皮
膚
科
開
業
）
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